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倉吉市観光ビジョン（素案）に係るパブリックコメントの結果について 

 

この度、「倉吉市観光ビジョン」を策定するにあたり、広く皆様のご意見を参考にするため、パブリ

ックコメントを実施しましたので、その結果を公表します。 

 

１　パブリックコメント募集の概要 

(１)　募集期間 令和８年３月２日（月）から３月16日（月）まで 

(２)　募集方法 持参、郵送、FAX 又は電子メールにより提出 

※資料は市公式サイトに掲載のほか、紙媒体の資料を観光交流課、倉吉市役所第２庁舎、倉吉市

役所本庁舎、倉吉市役所関金庁舎、倉吉交流プラザ、各地区コミュニティセンターに配架 

(３)　応募数 ８件 

 

２　パブリックコメントの要旨と市の考え方 

 項目 意見の要旨 市の考え方

 (１)　計画の体

裁・表現・根拠

の明確化につ

いて

計画書の体裁、図表

の視認性、用語の統

一、記載内容の正確性

及び課題認識や目標

設定の根拠の明示を

求める意見

ご指摘の内容については、計画全体の分かりやす

さ及び正確性の観点から、必要な修正を行います。 

また、課題認識及び目標設定については、統計デ

ータや他自治体の状況等を踏まえ、可能な範囲で根

拠や考え方の明確化に努めます。 

あわせて、観光施策の推進に当たっては、市民生

活への影響にも配慮しつつ、理解の醸成を図る必要

があることから、その点についても記載の充実を図

ります。

 (２)　観光デー

タの取扱い及

び分析につい

て

観光客数や宿泊率

の算出方法、延べ数と

実数の整理、日帰り客

の把握等に関する意

見

観光統計の取扱いについては、定義及び算出方法

の整理を行い、誤解を招かないよう明確化を図りま

す。 

また、日帰り客を含めた観光実態の把握について

は重要な視点であり、今後の分析及び施策検討にお

いて考慮してまいります。

 (３)　地域資源

の把握及び記

載内容の充実

について

温泉、スポーツ施

設、農家民泊、体験型

観光、星空等の地域資

源の記載充実を求め

る意見

ご意見のあった地域資源については、本市の観光

の特徴を構成する重要な要素であると認識してお

り、必要に応じて記載の充実を図ります。 

また、多様な地域資源を整理し、観光資源としての

活用につなげてまいります。

 (４)　関金エリ

ア及びウェル

ネスツーリズ

ムの推進につ

いて

関金温泉を中心と

した健康・滞在型観光

の推進、スポーツ合宿

等との連携強化に関

する意見

温泉、自然環境、運動等を組み合わせた滞在型観

光の推進は重要であると認識しており、方向性とし

て本ビジョンに反映してまいります。 

なお、具体的な施設整備や事業手法については、今

後の検討課題とします。
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※　本回答は、いただいたご意見を分かりやすくお示しするため、内容が類似又は重複するものに

ついては整理・統合して掲載しております。あらかじめご了承ください。 

 

３　まとめ 

本市としては、本パブリックコメントでいただいたご意見を踏まえ、観光ビジョンの内容を精査・

修正し、持続可能な観光地づくりに向けた取組を推進してまいります。

項目 意見の要旨 市の考え方

 (５)　観光コン

テンツ及びタ

ーゲット設定

について

ポップカルチャー

の活用や若年層等新

たなターゲットの設

定、体験型観光の充実

に関する意見

ポップカルチャーを含む多様な観光資源の活用

については、観光客層の拡大に資するものと認識し

ており、今後の施策の中で検討してまいります。 

また、体験型観光の充実については、滞在時間の

延長及び満足度向上の観点から推進します。

 (６)　観光イン

フラ及び受入

環境の整備に

ついて

案内表示、二次交

通、周遊導線、休憩施

設、通信環境等の整備

に関する意見

観光客の利便性及び快適性の向上に資する重要

な視点であるため、受入環境整備に関する施策に反

映してまいります。 

また、観光資源間の連携による周遊性の向上につ

いても取組を進めます。

 (７)　市民参加

及び地域主体

の観光につい

て

市民による魅力発

信や地域への誇りの

醸成を重視すべきと

の意見

市民参加による観光振興は重要であることから、

地域資源の発掘及び情報発信において、市民の参画

を促進してまいります。

 (８)　重点事業

の設定につい

て

観光施策の具体化

に向けた重点事業の

明確化を求める意見

観光施策を効果的に推進するため、地域資源の活

用、観光商品の造成、情報発信の強化等の観点から

重点事業（リーディングプロジェクト）を設定し、

計画的に推進してまいります。

 (９)　滞在型観

光及び地域経

済への効果に

ついて

観光客数のみなら

ず滞在時間や観光消

費の拡大を重視すべ

きとの意見

滞在時間の延長及び観光消費の拡大は、本ビジョ

ンにおける重要な視点であり、今後の施策において

重点的に取り組んでまいります。


